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22. いわゆるロピュタルの法則
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【発展】Cauchyの平均値の定理【発展】Cauchyの平均値の定理
， がともに閉区間 で連関数

続，開区間 で微分可能， ，
のとき，

かつ

となる が存在する。

通常の平均値の定理から，
かつ
かつ

のそれぞれを満たす の存在は，自明である．しかし，
これから上の定理を導くことはできない！ なぜか？
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　関数 ， がともに閉区間 で連続，開区
間 で微分可能， ，
のとき，

かつ

となる が存在することから，開区間 内の任
意の に対して

かつ

となる が存在する．
ここで とすると である．これから，

のときは次の規則が導かれる．

【発展】Cauchyの平均値の応用【発展】Cauchyの平均値の応用
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【発展】I’Hopitalの規則【発展】I’Hopitalの規則
　関数 ， がともに微分可能で，

，

で，かつ， が存在するときは，

例




